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石油開発事業

※1 在庫影響についてはP41、42参照
※2 大協石油・丸善石油（現コスモエネルギーグループ）、日本鉱業（現JXTGグループ）の3社共同出資により設立
※3 GC：グローバルコンパクト
※4 IPIC：アブダビ首長国100%出資のエネルギー関連投資会社MDC（Mubadala Development Company）と統合し、現在はMIC（Mubadala Investment Company）
※5 HCP：Hyundai Cosmo Petrochemical。韓国・ヒュンダイオイルバンク（HDO）と折半出資して設立
※6 コスモ石油、昭和シェル石油（現 出光興産）、住友商事、東燃ゼネラル石油（現JXTGエネルギー）が4社共同出資により設立（2019年7月現在はコスモエネルギーホールディングス、出光興産、住友商事が出資）

コスモエネルギーグループは、次の一歩へ。
石油関連事業の収益力を強化しつつ、
再生可能エネルギー事業を新たな柱へ。

経常利益（在庫影響除き）構成の変化

石油事業

年度 1986 '87 '99'95'91 '97'93'89 '98'94'90 '96'92'88

1933：丸善石油設立

1939：大協石油設立

1952：アジア石油設立

1968：アブダビ石油設立※2

1970：合同石油開発設立

1986

大協石油、丸善石油、精製コスモの
3社合併でコスモ石油設立

1989

アジア石油と合併

1997

IPP（電力卸売）
事業開始

石油

カタール石油
開発設立

石油開発

変わらないこと ：

エネルギーの安定供給
顧客第一の精神
エネルギーに関連するビジネス領域

変えていくこと ：

再生可能エネルギーを 
新たな柱に

石油事業その他事業

長期でめざす姿

2022
年度

連結中期経営計画
最終年度

長期的な事業
ポートフォリオ
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2000 '01 '13 '17 '18 '19 2022'05 '11 '15'07'03 '12 '16'08'04 '10 '14'06'02

2002

景気低迷の中で
収益減少

2006

国連GC※3参加

2007

IPIC※4筆頭株主に

2001

アブダビ石油で
ゼロフレアリング
操業開始

石油開発

2005

CMアロマ設立
石油化学

2009

リーマンショックにより収益減少

エコ・パワー
（現コスモエコパワー）株式取得

再生可能エネルギー

HCP※5設立、パラキシレン事業開始
石油化学

2004

風力発電事業
開始（酒田）

再生可能エネルギー

2011

アブダビ石油の利権更新合意・ヘイル鉱区取得
石油開発

2010

マイカーリース事業開始
石油

2014

セプサ社との戦略的包括提携

2015

LPG事業統合、ジクシス※6

設立

持株会社へ移行
石油

2016

丸善石油化学を
連結子会社化

石油化学

2017

新鉱区ヘイル油田生産開始
石油開発

キグナス石油との資本業務提携
出光昭和シェル石油グループ（昭和四日市石油）と

四日市地域で事業提携開始

石油

1,074億円

1,290億円
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